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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜患者様情報＞

・田村　啓子様～新患、80歳、老人性幻覚症。平成23年12月7日、発熱、頸部の硬直等身体症状が出現、八戸市立市民病院救命救急センターを受診。黄色靭帯硬化症と診断にて入院となる。点滴抜針防止や頸部損傷も疑われたことから、安静保持のため行動制限を実施。平成21年12月11日同院退院後自宅療養となっていたが、幻聴と八戸市立市民病院で受けた治療について、被害妄想も出現。かかりつけであった長谷川内科胃腸科医院を受診し、心的外傷後ストレス障害と診断、通院薬物療法を実施。睡眠も不安定となっている。平成22年7月20日八戸市立市民病院精神科を受診するが、症状の改善はなく平成23年3月7日に副作用が強いことから八戸市立市民病院へ通院中断。長谷川内科胃腸科医院より当院での治療を勧められ、相談受診となる。HDS-R、MMSにて認知症はなく、幻聴に対し、精神神経用剤（リスペリドン）、催眠鎮静剤（ロンフルマン）が処方となる。

・清川　厚子様～水曜日外来受診であったが、１２時になって受診されておらず、青山荘へ連絡しています。青山荘では外来受診のために外出されるとのことで、出かけられた様子であったが、が来受診されていないことから、所在が不明となる。服薬もなくなるためスタッフが代理受診となる。１３時３０分本人様と連絡がつき、１５時には青山荘へ戻られている。今後スタッフが付添にて受診となるが、付き添えない場合には、外出された際に医事室へ連絡することで対応していきます。

